
実行　（Ｄ） 評価　（Ｃ） 改善　（Ａ）

行動計画の
項目

実施内容（計画上の記
載）

具体的な取組内容 実施状況や事業の効果 課題等 今後の取組

①
市町村と社
会貢献活動
団体との協
働推進のた
めの支援

市町村と社会貢献活動団体
との協働推進のため、他地
域での連携事例の紹介や
情報交換を行うための意見
交換会の開催や、協働を目
指して地域のさまざまな主
体が協議する場を設けるな
ど、市町村に対する支援を
通じた連携を図る。

・市町村職員とＮＰＯとの意
見交換会の実施

・ＮＰＯと市町村との協働モ
デル事業報告書の配布

・市町村とＮＰＯとの意
見交換会
　【年１回開催】

・ＮＰＯと市町村との協
働モデル事業報告書の
配布

・NPOと市町村との情報交換会
を実施予定　テーマ「災害」
　3/9　　高知市
　3/24　四万十市

・協働事業の増加

県
（県民生活･
男女共同
参画課）

②
地域支援企
画員を中心
とした連携

それぞれの地域で活動して
いる地域支援企画員が中心
となり、市町村との連携を進
める。

・地域支援企画員への情報
提供

・地域支援企画員への
情報提供
　【毎月１回】

・新規法人や定款変更（活動分
野の変更）、センターの研修情
報等、地域支援企画員の活動
フィールドで役立つ情報を月1
回、メールで情報提供

情報提供の内容の検討

地域支援企画院の活動に
役立つ情報提供が必要

引き続き実施する。

企画につながる情報提供
（個別の活動概要の一覧） ・新たな取組の創

出

県
（県民生活･
男女共同
参画課）

①
事業者（企
業）と社会
貢献活動団
体との交流
の場づくり

事業者（企業）と社会貢献活
動団体との交流を進めるた
め、高知県ボランティア・ＮＰ
Ｏセンターが中心になって
行ってきた「企業・ＮＰＯ
パートナーシップ委員会
（※）」を継続実施し、双方
交流の場を定期的に開催す
る。

・ＮＰＯ・企業パートナーシッ
プ委員会の開催（企業とＮＰ
Ｏのマッチングの検討や場
づくり）

・企業へ社会貢献活動事例
パンフの配布

・ＮＰＯ・企業ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯ
ﾌﾟ委員会（企業とＮＰＯ
のﾏｯﾁﾝｸﾞの検討や場づ
くり）
　【年２回開催】

・企業へ社会貢献活動
事例パンフの配布
　【年１回配布】

・委員会を7回開催し、企業の社
会貢献活動やＮＰＯとの協働に
ついて話し合い、「企業市民セミ
ナー」を2回開催。（第１回：11月
20日、第2回：3月10日予定）

・資源循環システムの案内及び
企業市民セミナーの報告書を配
布する予定。

第１回セミナーは例年よりも
参加者数は増えたが、メイン
ターゲットの企業とＮＰＯの
参加が少なかった。

プログラムやＰＲ方法の見直
し

・企業との連携事
業の増加

センター

②
事業者（企
業）の社会
貢献活動推
進のための
仕組みづく
りの検討

事業者（企業）の社会貢献
活動を県内で一体的に推進
するため、経営者レベルが
参画する事業者（企業）の社
会貢献活動の推進主体とな
る組織やその仕組みについ
て検討する。

・「企業・ＮＰＯパートナー
シップ委員会」において、組
織、仕組み等について検
討。

・企業へ社会貢献活動事例
パンフの配布

・ＮＰＯ・企業ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯ
ﾌﾟ委員会（企業とＮＰＯ
のﾏｯﾁﾝｸﾞの検討や場づ
くり）
　【年２回開催】

・企業へ社会貢献活動
事例パンフの配布
　【年１回配布】

企業で不要となった事務用品な
どの資源をＮＰＯの活動に活か
す「資源循環システム」を促進す
るため、企業にチラシを配布し
た。

企業等からの申出が少な
い。

事務用品を取り扱う企業な
ど、対象を絞り込みＰＲする
ことでシステムの稼働を向上
させる。

・企業との連携事
業の増加

センター

実
施
項
目

行　動　計　画　（Ｐ）

２
　
事
業
者
と
の
連
携

１
　
市
町
村
と
の
連
携

Ｈ３０年度の
目指すべき姿

センター…高知県ボランティア・ＮＰＯセンター

とりまとめ：平成27年12月末日時点

取組目標
実施
主体

  基本方針Ⅲ 市町村、事業者、大学等との連携 



実行　（Ｄ） 評価　（Ｃ） 改善　（Ａ）

行動計画の
項目

実施内容（計画上の記
載）

具体的な取組内容 実施状況や事業の効果 課題等 今後の取組

実
施
項
目

行　動　計　画　（Ｐ）
Ｈ３０年度の

目指すべき姿
取組目標

実施
主体

①
大学との連
携

大学での公開講座の開催
や社会貢献活動の評価に
関する研究等、社会貢献活
動の推進に関して、県内の
大学との間で協定を結ぶな
ど、相互の連携・協力体制
を拡充する。

・大学との連携・協力体制の
拡充

・地（知）の拠点整備事
業の実施

【計画推進課】
・高知県地域社会連携推進本部
会議の開催　２回（7/21、12/25）
・UBC（高知大学教員）4名が産
業振興推進地域本部に常駐

【私学大学支援課】
・県が設立団体となっている県
立大学、工科大学はもとより、高
知大学とも包括的連携に関する
協定を締結しており、産業振興
をはじめ地域課題の解決に、連
携・協働して取組んでいる。

【文化推進課】
・H27年４月に「産学官民連携セ
ンター」を開設し、各大学との連
携・協力体制をより深め、県内外
の英知を導入しながら、産学官
民の連携や様々な課題解決に
取り組んでいくプラットフォーム
が整っている。

【計画推進課】
・大学の資源を活かして地
域と連携・協働する活動が、
県内各地で展開された。

【私学大学支援課】
・各大学とも、県民ニーズに
応えるべく、公開講座などの
社会人教育や生涯学習の
機能を充実させているが、
地方創生を進めていく中で
大学に対する社会貢献の期
待度はより高くなっており、さ
らなる連携・協力を進めてい
く必要がある。

【文化推進課】
・地域の課題解決のアイデ
アを実際の事業化等につな
げるための仕組を強化する
必要がある。

【私学大学支援課】
・地方創生に向け、若者の地
方定着を促進するための、県
内の高等教育機関、産業界等
と連携し、雇用創出や大学生
の地元就職等の向上に取組
む。

【文化推進課】
・「産学官民連携センター」に
おいて、地域の課題解決のア
イデアをブラッシュアップする
ココプラビジネスチャレンジサ
ポート等の取組を拡充するとと
もに、事業化へのゲートウェイ
となるビジネスプランコンテスト
を新設する。

・地域の課題解決
体制の構築

県
（計画推進
課、文化推
進課、私
学・大学支
援課）

大学

②
社会貢献活
動の質的評
価について
の研究

社会貢献活動を評価する仕
組みとして、その質的評価
の指標について、県、大
学、ＮＰＯ等で研究を行う。

・経営研究会による質的評
価検討の実施

　【年６回開催】 ・NPO経営研究会の開催
　第１回　６月２４日　１３名
　第2回　８月２６日　９名
　第3回　１０月２８日　７名
　第4回　１２月１６日　９名
　第５回　平成28年２月２４日予定

・自己評価マニュアルの広
報

・ＮＰＯ法人の
２０％以上が質の
向上に取り組む

センター

４
　
中
間
支
援
組
織
と
の
連
携

①
中間支援組
織との意見
交換等の実
施

社会貢献活動に対する支援
を効果的に推進するため、
中間支援組織との連携を図
り、社会貢献活動のさらなる
活性化を促進する。

・ＮＰＯサポートチーム（※）
の定例会の開催

　【年２回開催】 センター、市民会議、えこらぼで
協働事業打ち合わせ

・事業の協働や連携 ・NPO活動支援のための連
携事業の検討

・支援策の策定、
事業

県
（県民生活･
男女共同
参画課）

中間支援
組織

　※企業・ＮＰＯパートナーシップ委員会･･･企業の社会貢献活動および企業とＮＰＯとの連携を進めるため、企業・経済団体、ＮＰＯ支援組織らで構成している委員会。定期的に「企業市民セミナー」を開催しているほか、
                                                                 企業から提供される物品等の資源をＮＰＯに提供する「企業・ＮＰＯ資源循環システム」の運用などを行っている。

　※ＮＰＯサポートチーム･･･高知県ボランティア・ＮＰＯセンターなど県内の中間支援組織を中心に、ＮＰＯへの支援を検討、サポートする組織。

３
　
大
学
等
教
育
機
関
と
の
連
携


